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令和２年１２月３日発行

１．１１月４～５日 学力診断テスト実施

３年生は、１年生から学習してきた５教科の内容に対して、どれくらいの力が身につ

いたのかを測るテストを実施しました。各教科のテスト出題のねらいは次の通りです。

国語 基礎・基本をふまえた読解力と表現力などをみる。

社会 基礎・基本をふまえ、資料活用にもとづいた社会的な思考力・判断力・表現力をみる

数学 基本的内容をふまえ、数学的な見方や考え方をみる。

理科 基礎・基本をふまえ、観察実験にもとづいた科学的思考力・判断力・表現力をみる。

英語 基礎・基本をふまえたコミュニケーション能力をみる。

共通するのは、『基礎・基本をふまえた』問題であること、『思考力や表現力』を試す

問題であることです。読解力やコミュニケーション能力を身に付けることが重要です。

これらの能力は、２０２０年から新しくスタートした学習指導要領(中学校は２０２

１年から)に関わっています。学校で学んだことが、明日、そして将来につながるよう

に学びが進化しました。社会に出てからも学んだことを生かせるような学校教育を目指

しています。『社会に開かれた教育課程』の実現です。地域や保護者の皆さんの力を借

りて、よりよい社会を創るという目標を達成していきます。学校での学びを日常生活で

活用したり地域やご家庭での経験を学校生活に生かしたりすることが大切になります。

地域やご家庭で、学校で学んだことについて話し合ってみてください。皆さんの働きか

けが、生徒には大きなパワーとなります。各教科から問題を抜粋します。

＜英語＞

誰しも、中学校

時代の忘れられな

い、大切な思い出

があります。印象

に残るものを、英

文で表現します。

＜理科＞

理科では、

気象や地震な

どの仕組みを

学習します。

学習したこと

をもとに、福

井地震がどれ

くらいの大き

さで、どのよ

うな被害を与

えたのかを、

科学的に明ら

かにします。



＜数学＞

数学では『２人が、くじを続けて引くの

に、先と後ではどちらが当たりやすいのか』

確率を利用して比べます。

順番に続けてくじを引くとき、先に引く

か後に引くか悩んだ経験は誰にもあります。

実際に、１０００～２０００回くらい順

番を決めてくじを引けば、傾向や特徴がわ

かります。でも、試行するには、時間がか

かり大変面倒です。代わりに確率というア

イデアを使って、計算して簡単に比べます。

先に当たる場合の数、後に当たる数を求

めて、全ての起こりうる場合の数に対する

割合を比べます。

多くの回数を試行してわかる「傾向や特

徴」が、「計算で求めた数値の違い」と一致

することを、確率の理論(大数の法則)が保

障しています。

＜社会＞

情報化が進み、

地球温暖化など

環境問題を抱え

る少子高齢化社

会。課題となる

のは『持続可能

な社会を創るた

めの開発目標』

です。鷹巣中学

校は、ISOや SDGs
など地域と連携

して、地域の文

化歴史の継承や

地域活性化に向

けてできること

を継続して取り

組んでいます。

世界では、ど

のような取り組

みが、どのよう

に行われている

のかに気づかさ

れ私たち自身を

振り返ります。



２．１１月１３日 ３年生の進学説明会開催

今年、私立高校の入試手続き・制度が大きく変わります。ほとんどの私立高校の出願

の手続きがネット利用となります。合格発表も、各高校のホームページで発表されます。

【出願の流れ】

（１）各高校のホームページから出願サイトにログインする。

（２）出願確認票を印刷して中学校に提出する。

（３）受験票も印刷して受験当日持参する。

（４）受験料入金もオンラインで、例えば、コンビニなどの ATMで振込む。
また、併願受験は、各高校で主に特別進学コースに限られます。

【併願できる学科とコース】※進学コースの併願はできなくなりました。

学校名 学科 コース

（１）北陸高校 普通科 ・特別進学コース

（２）仁愛女子高 普通科 ・グローバルサイエンスコース

・特別進学コース

（３）福井高校 特別進学科 ・スーパー特進コース

・特進コース

（４）啓新高校 普通科 ・特別進学コース

（５）福井南高校 総合学科

近隣の県立高校では、定員が以下のように減少しました。

足羽高校 普通科 －７

羽水高校 普通科 －１３

藤島高校 普通科 －１５

＜令和４年度 高校普通科の再編＞

文部科学省は、高校普通科に

は高校生の７割が在籍し多様な

ニーズがあるはずとしていま

す。そこで、早ければ令和４年

(２０２２年)の春から再編し、

普通科に加えて「学際融合学科」

「地域探求学科」(ともに仮称)

の２学科を設ける方針です (福

井新聞記事より)。各高校に、教

育方針を示す「スクールポリシ

ー」の策定を義務づけることも

検討中です。学校ごとの個性が

生まれれば、生徒は点数だけで

はなく「何を学びたいか」とい

う観点で関心や意欲を持つでし

ょう。それは、これからの時代

を生き抜く力を伸ばすことにつ

ながっていきます。これからは、

高校と地域や大学とが、チーム

として連携していくことが大切

になります。



３．１１月２０日 後期生徒総会開催

コロナ禍でスタートした生徒会ですが、前期テーマ『CLEAN～ the best smile～』のも
と笑顔を大切に活動してきました。後期は、その意思を引き継ぎ、限られた時間をどう

過ごすかということで、後期は『TIME～ Our Power～』をテーマに掲げました。２年生
を中心に組織された生徒会が、これを合い言葉にリスタートします。各委員会のスロー

ガンのもと、よりよい学校生活をつくります。特に、コロナ禍で遅れた学習を取り戻す

ため、３年生の受験に立ち向かうためにも、全校一丸となって学力の向上を目指します。

＜各委員会のスローガン＞

生徒会執行部 『Time is Important』
代議委員会 『クラスまとまるくん５』

環境委員会 『考えよう～人と環境～』

給食委員会 『コロナも逃げ出す美しさ』

図書委員会 『７人のブックフレンド』

保健体育委員会 『元気いっぱいお願いマッスル』 テーマ発表

質疑の様子 生徒会テーマ

４．１１月２１日 『PTAコサージュ作り』、体育館で開催

コロナ禍で、希望する保護者の方の参加になりましたが、

卒業する子どもたちのコサージュづく

りに取り組みました。体育館で、皆さ

んの協力のもと、防寒や感染防止を徹

底して行いました。保護者の皆さまの

ご理解とご協力に感謝申し上げます。

５．１１月２５日 学校保健教育～３年生対象にリラクゼーション～

保健の山澤先生とスクールカウンセラーの梅田先

生が、受験勉強に励む３年生がストレスを溜めない

生活を送れるようにと、保健教育に関わる授業を行

いました。カウンセラーの梅田先生からは『自分な

りの解消法を持つように』、リモートで参加してい

ただいた学校医の藤田先生からは『ストレスを溜め

ないためには基本的な生活習慣を守ることが大切』

とアドバイスがありました。悩みや不安があれば、

直ぐに近くの誰かに相談することが大事です。

６．地域のみなさまへ

令和３年１月より、学校便りは印刷物として学校から地域へ配布することをやめ、ホ

ームページ上で公開しますのでよろしくお願いします(文部科学省が学校便りデジタル化を推進－福井新聞 10 月 20 日)。


